
























































の 15 年で 2 兆 2000 億円ほどあった市場が 1 億 5000 万程度まで、25 パーセント
も落ち込んでいますし、町の書店もどんどん潰れて、書店全体としても 2 万店ほ
どあったのが現在では 1 万 4000 ほど、書店の業界団体である日書連（日本書籍













































しさせてください。水声社というのは社員 7 ～ 8 人の会社で、昨年 1 年間の出版
























































































































































































ジと 254 ページで、片方のページには 15 行入っているのに、もう片方のページ




































































のですが、たとえば 120,000 字だと 400 字詰で 300 枚だというように計算して、
それだと四六判で 200 ページ弱の本になるな、というところから本を設計してい




























































































































































































































































































































































































































































































































































800 枚で語りたいこともあれば 1 行で語りたいこともある。2,000 枚かかっても
語れないような、『失われた時を求めて』みたいなものもある。だから、おそら
くメディアによって発想がまったく逆なんでしょう。しかも私たちが作っている





に 800 枚使ったり、2,000 枚使ったりということがあるわけですよね。そこはカ












































































































































































































































































































































































































































※本稿は、2012 年 1 月 21 日、成城大学 3 号館 3 階大会議室にて開催された FD ワー
クショップ ’11 表現教育の可能性」を紙上にて再現したものである。なお、講
師をつとめられた下平尾直氏とコーディネーター・司会をつとめられた東谷護
氏に本稿を校閲していただいた。　　　　　　　　　　　　　　（編集委員会）
